２　授業時に地震が発生した場合
（１）普通教室
第一次行動
　○地震が起きた場合、ずきんを持って机の下へ入ることを平素から指導しておく。
	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	「机の下に入って机のあしを持ちなさい。」
○教師は毅然たる態度で指示する。
出入り口の戸を開ける。火を消す。
防災袋を持ちヘルメットをかぶる。
○メガホンを用意し指示の徹底を図る。
○児童・生徒の気持ちを落ち着かせる。
揺れがおさまってから
窓を開ける。
○状況を見て判断し、無理をしない。
○避難路を確保する。
「心配はいりません。先生の言うとおりに行動しなさい。」
○毅然たる態度で児童・生徒を確実に掌握する
○けがの有無を調べる。
○応急手当をする。
○児童・生徒を落ち着かせる。
「ずきんをかぶりなさい」
○落下物やガラスの破片の飛散を
さける指示をする
	ずきんを持ってすばやく机の下に入る。机のあしを両手でにぎる。
　　
　○口を閉じる。
　○指示をしっかり聞き、素早く行動する。
　○勝手な行動をとらない。
　○口を閉じ静かに待機している。
けがをした人を、大声で知らせる。

	ずきんをかぶる。
　
○落下物やガラスの破片をさけながら
行動する。
	


第二次行動
○校庭やまわりの状況を見て判断し、行動する。
○状況により、無理に外に出る必要はない。
	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	「廊下に出て並びなさい」
「先生について外に出なさい」
○口を閉じ、人を押さないようにさせる。
教室内を点検する。
「頭に気をつけなさい」
○教室を出たら最前列で指揮する。
○確実な避難路を探す。
○防火扉が閉じてしまった場合は、
小さな扉を開けて避難する。
○避難場所に敏速に集合させる。
人員を確かめる。
○座らせて人数、負傷者を名簿と照合の上
点検する。
○他学級にいた教師は確実に担任教師に
引き継ぐ。
本部へ連絡する。
　　
○担任→学年主任→本部
○負傷者は救護所で保護する。
○ラジオなどで情報を得、児童・生徒の
不安を取り除くようにする。
	動作を敏速に順序よく出る。
○口を閉じて秩序正しく素早く行動する。
○危険かどうか様子を見ながら先生の
指示通りに行動する。
○みんなと一緒に行動する。
人数・負傷者を調べる。
○隣の人を確かめ合う。
○口を閉じて待機している。


（２）特別教室
第一次行動
○平素から、各教室・施設の状況に合わせて、教室ごとに避難方法を確認しておく。
（注）　　　――理科室　　　　　――調理室　　　　　――被服室
　　　　　　――家庭室　　　㊍――木工室　　　　
　音楽室、美術室、プレイルーム、視聴覚室は普通教室に同じ
	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	「火を消しなさい」➡　・　　・　　・
「薬品を整理箱の中に入れなさい」➡
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を流しに入れなさい」➡　　・・
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を机の真ん中に置きなさい」➡㊍
「電源を切りなさい」➡　　・　　・㊍

○教師は毅然たる態度で指示する。
「机の下に入れ。机のあしをもちなさい」
➡
「教室の真中へ集まりなさい」
➡
○ストーブの火を消し、出入口の戸を
開ける。
○ヘルメットをかぶり、メガホン、防災袋
等を用意して指示の徹底を図る。
○足をしっかり持つことを徹底させる。
○児童・生徒の気持ちをおちつかせる。

	

○口を閉じる
○指示をしっかり聞きすばやく行動する。
○勝手な行動をしない。
○椅子の間、または中に頭を入れ、椅子の足を両手で握る。

　机が移動してもそれについていく。

	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	机の下に入れない場合
○落下物やガラスの破片の飛散をさける
指示をする。
○防災ずきんや座ぶとんがない場合は代
用のもので頭をおおう。

○状況を見て判断し、無理をしない。
○避難路を確保する。
「心配しなくてよいです。先生の言うとおりにしなさい。」
○児童・生徒を確実に掌握する。
「けがをしたものはいないか」
○けがの有無を調べる。
○止血程度の応急手当をする。
○児童・生徒を落ち着かせる。

	○落下物やガラスの破片をさけながら行動
する。
○身近にあるもので頭をおおう。
○口を閉じて静かに待機している。
○教師の指示に従って行動する。




◎第二次行動は普通教室に準ずる。
（３）体育館
第一次行動
○体育館を使用している時は、すべての出入り口の鍵をはずしておく。また、1か所は必ず開けておく。ここへ防災袋をかけておく。
○平素から館内の安全な場所を確認しておく。
	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	「ピーッ、真ん中へ集まって、すわりなさい」

○ガラスの破片や落下物に、気をつけさせて敏速に行動させる。
○「真ん中」が安全であるか確認する。
「ここを動きません」

「頭に気をつけなさい。」
○落下物やガラスの破片の飛散を避けるようにさせる。

「先生の言うとおりにしなさい」
○毅然たる態度で児童生徒を把握する。
「けがをした者はいないか。」

○出血性のけがは止血し、打撲・骨折は
外に連れ出し手当てをする。

	
○勝手な行動をしない。

○身近にあるもので頭をおおう。
○教師の指示に従う。




◎第二次行動は普通教室に準ずる。
（４）校庭
第一次行動
○平素から安全な場所（裏庭・中庭なども含めて）を確認しておく。
	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	「ピーッ、校舎から離れなさい」

○石垣、堀、電柱を避ける。
「校庭の真ん中に集まってすわりなさい」

○地割れ・液状化現象に気をつける。
「頭に気をつけなさい」

○落下物やガラスの破片の飛散を避ける。
「先生の言うとおりにしなさい」
○毅然たる態度で児童生徒を把握する。
「けがをした者はいませんか」



	

○口を閉じて次の指示を待つ。

○帽子や手で頭をおおう。
○教師の指示に従う。




◎第二次行動は普通教室に準ずる。
(５)プール
第一次行動
	教師の指示、行動、留意事項
	児童・生徒の行動・留意事項

	ピーッ、プールからあがりなさい」


「プールサイドにすわりなさい」
○塀・電柱等危険物をさけてすわらせる。
○水中に残っている者、沈んでいる者は
　いないか確認する。
○着衣については状況を見て判断する。
「頭に気をつけなさい」
○落下物やガラスの破片の飛散をさけられるようにする。
「先生の言うとおりにしなさい」
○毅然たる態度で児童生徒を把握する。
「けがをした者はいませんか」



	
○泳いでいる人を誘ってすばやく行動する。

○口を閉じて次の指示を待つ。

○タオル等で頭をおおう。
○教師の指示に従う。

○大声で知らせる。



○平素からブロック塀の倒壊から逃げられるプールサイド上の避難場所を確保しておく。また、さお・浮き輪などを用意しておく
◎第二次行動は普通教室に準ずる。
被
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元栓を閉める。





机の下が開いている特別教室





机の下があいていない教室





火を消す。


整理箱を流しに入れる。


刃物を流しの中に入れる。


刃物を机の真ん中へ置く。


電源のスイッチを切る。





机の下へすばやく入る。


教室の真ん中へ集まる。





机の足を両手でにぎる。





窓を開ける





けがをした人を、大声で知らせる。





真ん中に走って行って、落下物から身を守ることができる安全な場所で片手を上げる。





出入り口を開ける。


防災袋を身につける。





天井や周囲を観察する。





けがの有無を調べる。


応急手当てをする。





真ん中に集まってすわる。





安全な場所にすわっている。





近くの人を調べる。





笛を吹く。





真ん中に走っていく。





周囲に気をつける。





けがの有無を調べる。





応急手当をする。





校舎・石垣・堀・電柱から離れる。





真ん中に集まってすわる。





頭部をおおう。





近くの人を調べる。





笛を吹く。





上がれない子にさおを差し出す。





けがの有無を調べる。





応急手当てをする。








すばやくプールから上がる。





プールサイドにすわる。





頭をおおう。





近くの人を調べる。
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